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沖縄県立総合教育センター 後期長期研修員 第 63 集 研究集録 2018 年３月 

〈ＩＣＴ教育：特別支援教育〉 

キャリア発達を目指した伝え合う力を育てる指導 

― iPad 版マインクラフトを題材にした場面設定の工夫 ― 

 

沖縄県立美咲特別支援学校教諭 小 渡 晋二郎    

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

平成 23 年１月に「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（中教審答申）

が示されて以降、特別支援教育においても早期からの組織的な取り組みによるキャリア教育の推進が

求められている。国立教育政策研究所の「自分に気付き、未来を築くキャリア教育―小学校における

キャリア教育推進のために―」においては、小学校・小学部段階のキャリア発達課題として、「自分に

気づく」ことがキーワードとして挙げられている。すなわち、好きなことや得意なことを広げ、苦手

なこともある自分自身に気づき、また、友達も自分と同じように得意・不得意があると気づくことが

キャリア発達課題の一つである。 

本校は、知的障害を対象とした特別支援学校である。対象学年は４年生で、学級の７名の男児を３

名の教師で指導に当たっている。学級の児童は、国語や算数等の教科別の学習を行う児童と、自立活

動や教科を合わせた指導を主とした児童まで、実態が様々である。本研究の対象児童３名は、知的障

害の他に、自閉症や発達障害と診断されている。３名は言葉でのやり取りが可能で、簡単な漢字や文

を書くことができる。３名に共通する課題として、友達同士の会話が少ないことがあげられる。３名

の会話は、教師を介してのものや、自分本位で一方的なコミュニケーションになることが多い。 

対象児童３名は、iPad を使った学習に興味関心が高い。３名のうち１名は、マインクラフトが得意

で、母親のスマートフォンを使用して楽しんでいる。他２名も教室でマインクラフトの動画を見て興

味を持っている。マインクラフトとは、ブロックを使って様々な建物を作成したり、広大な世界を冒

険したりできるサンドボックス型（砂場のように自由に遊べる）ものづくりゲームである。ゲームを

通して創造性やプログラミング的思考を育成することができ、スウェーデンでは必修科目とした学校

もある。本研究の対象児童は、好きなことに没頭できる集中力と、アイディア豊かな創造性がある。

その個性を生かし、自由な作品を作ることができるマインクラフトを題材にした授業を行う。また、

マインクラフトは、複数の友達とコミュニケーションを取りながら協力プレイをする機能があり、友

達と協力して一つの作品を作ることができる。興味があるゲームを通して、友達同士のやりとりが必

要な場面を設定することで、自分の考えや思いを伝える楽しさや伝わる喜びを実感することができる

のではないかと考える。さらに、友達と協力して活動し、自分の持ち味や役割を自覚することでキャ

リア発達を促していきたい。 

そこで、本研究ではマインクラフトを題材にした授業を通して、友達との協力プレイで建物を作り、

作品の発表を行う。児童３名で作りたいものを相談し合うことで、友達同士のコミュニケーションが

増え、考えを伝え合う力が高まることをねらいとする。また、役割分担しながら作品作りをする中で、

自分や友達の良さに気づくことができるようにする。そして、作品を友達や教師に発表し、得意なこ

とを伝える経験をすることで、児童の自信につながると考える。さらに、児童の得意なことを伸ばし、

卒業後の進路を考える際に選択肢が広がることを願い、本テーマを設定した。 

〈研究仮説〉 

 生活単元学習の時間において、小集団で協力プレイを行うことにより、児童間のやりとりが増え、

他者の良さに気づき、自分の考えを伝え合う力が高まるであろう。また、制作した作品を紹介するこ

とで、他者に認められ、自分や友達の良さを知ることができるであろう。 
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Ⅱ 研究内容 

 １ 理論研究 

  (1) キャリア教育について 

   ① キャリア発達 

     文部科学省は、平成 23 年に中央教育審議会において、キャリア教育を「一人一人の社会

的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、 キャリア発達

を促す教育」だと定義した。ここでいうキャリアとは、人が生涯の中で様々な役割を果たす

過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや積み重ねを意味

している。このように、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現し

ていく過程を「キャリア発達」という。 

   ② 特別支援教育とキャリア教育 

     文部科学省は、特別支援教育に求められる視点として、「児童の自立や社会参加に向けた主

体的な取組の支援」をあげている。この視点は、児童のキャリア発達を支援するキャリア教

育の視点にも通ずるものである。知的障害のある児童はコミュニケーションやソーシャルス

キル等に課題があり、一般的な職業に関するスキルを得ることが難しい。しかし、自閉症ス

ペクトラム症や発達障害のある児童の中には、絵を描くのが得意であったり、好きな活動に

は何時間でも取り組める集中力があったりする児童がいる。好きなことへの集中力が持続す

ることやルーティーンワークが得意だという長所を伸ばすことは卒業後の進路の選択肢を

増やしたり、生活の質を上げたりすることにつながると考える。 

(2) コミュニケーションについて 

   ① コミュニケーション能力とは 

     コミュニケーション能力とは、子どもたちの社会的自立や豊かな生活を実現するために必

要な身につけておくべき力である。伝えたい内容を自分なりの方法で伝え、相手から伝えら

れたことを理解してメッセージを送り返すというやりとりを身近な人と主体的に行うこと

ができる力である。また、国立特別支援教育総合研究所から平成 22 年に出されたキャリアプ

ランニング・マトリックスでは、身に付けさせたい具体的な能力の一つとして「人間関係形

成能力」が挙げられている。これは他者の個性を尊重し、自己の個性を発揮しながら、様々

な人とコミュニケーションを図り、協力・確認して取り組むものと定義づけられている。こ

のことからも、児童のコミュニケーション能力を育むことの必要性が捉えられる。 

   ② 自閉症スペクトラムとコミュニケーション 

     文部科学省において自閉症は「３歳位までに現れ、他人との社会的関係の形成の困難さ、

言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障害」

と定義されている。自閉症はその特性により、他人とコミュニケーションを取ることが苦手

なことが多い。対象児３名は、言葉でのやり取りが可能だが、会話が一方的だったり、内容

がかみ合っていなかったりと友達とのコミュニケーションに苦手さが見られる。また、比喩・

冗談等の抽象的な表現が苦手で、トラブルになってしまうこともある。言葉でのやり取りの

中で、わからない部分をそのままにすることや、援助を依頼することにも課題がある。 

(3) マインクラフトについて 

 ① マインクラフトとは 

   マインクラフトとは、世界がすべてブロックでできているサンドボックス型（砂場のよう

に自由に遊べる）の「冒険・ものづくりゲーム」である。全世界に１億人以上のプレイヤー

数がいて、ＰＣ版やスマートフォン版、PlayStation 版、WiiU 版、Xbox 版、Nintendo Switch

版等の多数のプラットフォームから配信されている。ゲームモードとして、あらゆる物の制

作や建築、実験を中心としたクリエイティブモードと、体力と空腹のゲージが存在する冒険
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と生活を主体としたサバイバルモードがある。2016 年には、より教育現場で活用できるよう

に開発された Minecraft:Education Edition が発表された。今回の研究では iPad 版

Minecraft Pocket Edition にてクリエイティブモードでの活動を行う。 

 ② プログラミング教育とマルチプレイ 

   マインクラフトのブロックには様々な性質や仕組みがある。ブロックのように単純に置く

だけではなく、レッドストーン回路を使って装置を動かしたり、制御したりする仕組みを作

ることができる。レッドストーン回路とは、「論理回路（AND や OR）」のことで、例えば「こ

っちでスイッチを押したら向こうで明かりが点いた」というような装置を作ることができる。

レッドストーン回路を扱い、自分の意図した処理を行うことができれば、プログラミングの

基礎を学ぶことができる。また、マインクラフトにはマルチプレイといって、友達と協力し

てプレイする機能がある。協力プレイでは、１人では難しいことを誰かと解決したり、相談

して計画を立ててから進めたりできる。作業をする中で話し合うことでチームワークの良さ

や話し合うことの楽しさも学ぶことができる。 

   対象児の１人Ａ児はマインクラフトを保護者のスマートフォンでプレイしている。操作に

も慣れていて、家や簡単な装置を作ることができる。家庭では１人のプレイが多く、友達と

の協力プレイに興味を持っている。残りのＢ児Ｃ児も学級でマインクラフトの動画を見てい

て、関心がある。３人で協力プレイをし、相談をしながら制作活動を行い、友達同士のコミ

ュニケーションを増やしていきたい。 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 実態把握 

  (1) S-M 社会生活能力検査 

    社会生活能力とは、社会生活に必要な能力である。社会生活能力を代表する 130 の生活行動

項目で構成され、「身辺自立」「移動」「作業」「意志交換」「集団参加」「自己統制」の６領域に

分類される。対象児童の検査結果は以下のとおりである。 

表１ 社会生活年齢 

小学部４学年（10 才） Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

社会生活年齢 ５才５ヵ月 ５才３ヵ月 ５才５ヵ月 

表２ 領域別社会生活年齢 

 身辺自立 移動 作業 意志交換 集団参加 自己統制 

Ａ児 ７才０ヵ月 ４才８ヵ月 ５才 10 ヵ月 ４才９ヵ月 ６才８ヵ月 ４才３ヵ月 

Ｂ児 ６才６ヵ月 ４才８ヵ月 ５才 10 ヵ月 ５才３ヵ月 ６才０ヵ月 ３才６ヵ月 

Ｃ児 ６才６ヵ月 ４才８ヵ月 ５才 10 ヵ月 ５才８ヵ月 ６才０ヵ月 ４才３ヵ月 

３名とも５才３ヵ月から５才５ヵ月と同じような生活年齢になった（表１）。領域別の結果と

して、３名の児童同士を比べると、Ａ児は身辺自立、集団参加が他児よりも高い値となったが、

意志交換に関しては他児より低い値となった。また、Ｂ児は自己統制が低い値となり、Ｃ児は

意志交換が高い値となった（表２）。 

   (2) コミュニケーション内容表 

    今回用いるコミュニケーション内容表は、福岡市教育センターの特別支援教育研修室の研究

「特別支援教育におけるコミュニケーション能力の育成」において実態把握を客観的・総括的

にとらえるために作成されたものである。子どものコミュニケーションの実態を視覚化し、良

さと苦手さを整理することを目的として作成された。項目は「基礎理解・行動」「あいさつ」「感

情表出」「発信行動」「拒否・要求行動」「受容行動」の６つで、各項目に分類した５～６つの具

体的な行動について五段階の評価基準を設定している。 
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図１ コミュニケーション内容表のレーダーチャート 

  項目別の結果として、３名とも基礎理解・行動、あいさつ、感情表出については得意として

いるが、Ａ児とＢ児は、受容行動と発信行動を苦手としている（図１）。このことから、Ａ児Ｂ

児は他人の話を聞く行動と、自分の思いや考えを伝える行動に課題がある。Ｃ児は他児と比べ

ると、相手の顔を見ながら話すことが多いので、受容行動と発信行動ともに高い値となった。 

  (3) 行動観察から見る課題 

    対象児３名は、言葉でのコミュニケーションが可能である。しかし、言葉の理解力に差があ

り相手に伝わらないことや、自分本位のコミュニケーションが多い（表３）。教師を介すると、

言葉をわかりやすく変えることで会話ができるが、友達同士では言葉のやりとりが少なく、す

ぐに会話が終わってしまう。また、相手の状況を読み取ることが苦手で、聞き手が他の活動を

行っているときに言葉をかけてしまい、伝わらないという結果になってしまうことも多い。 

表３ 個別のコミュニケーションの課題 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

興味のある分野ではよく話すが、

自分の知っている知識を一方的に

話してしまう。 

わからないことを伝えることが苦

手で、別の話題に変えてごまかし

てしまう。 

発表をする際に自分の感想に自信

がないことが多く、声が小さくな

ってしまう。 

２ 授業の計画と評価 

  (1) 場面設定「生活単元学習」について 

    マインクラフトでの活動と、できあがった作品の発表会を一つの単元として「生活単元学習」

として取り組む。第１次は、学校周辺の建物を見学し、建物の形を参考にしながら自分たちの

住みたい仮想の街づくりを行う。第２次は作った建物や街の様子を友達や教師に発表し、自分

の考えや思いを伝え合う活動を行う。目標として、国語の「聞く・話す」項目から、友達や教

師の話を聞いて内容がわかることや、自分の思いを話すことを目標とする。また、算数の「数

量の基礎・数と計算」の初歩的な数の概念を理解し、簡単な計算をすることから、数を数えて

ブロックを積み上げたり、並べたりしながら建物を作ることを目標とする。さらに、自立活動

の項目「人間関係の形成」から「(3)自己の理解と行動の調整に関すること」と、「コミュニケ

ーション」の「(5)状況に応じたコミュニケーション」に関することから、マインクラフトの活

動を通して、操作の仕方を教え合うことや、作りたいものを相談し、友達との相互のコミュニ

ケーションを増やすことを目標とする。また、作品作りを通して、チームワークの良さや大切

さを感じさせ、友達同士の良好な人間関係を築かせたい。３名での協力プレイの後に、発表の

方法を自分たちで考え他者に発表する。作品や自分の思いがどうしたらわかりやすく相手に伝

わるか考えることができるようにしたい。自分たちで作ったものを発表することで、他者に認

められる喜びを知ることができると考える。 

  (2) 対象児童の変容の捉え方 

    検証授業をビデオで撮影し、対象児童の表出言語や友達同士のコミュニケーションについて
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の分析を行う。また、検証授業後の友達同士のやりとりや発言を記録し、①友達同士のコミュ

ニケーションの内容、②自己肯定感の高まりを感じることができる発言等の観点で対象児童３

名の変容を捉えていく。 

  (3) 指導計画 

 時 学習項目・内容 評価項目 

 

 

 

 

 

 

 

協

力

プ

レ

イ 

１ ・マインクラフトの説明を聞く。 

・マインクラフトの操作をする。 

・わからないことは教師や友達に聞く。 

・説明を聞く。 

・簡単な操作ができる。 

・教師や友達に聞く。 

２ ・好きなブロックを並べる。 

・わからないことは教師や友達に聞く。 

・簡単な操作ができる。 

・教師や友達に聞く。 

３ ・友達と何を作りたいか伝え合う。 

・３名で簡単な建物をマインクラフトで建てる。 

・友達の話を聞いて、返答ができる。 

・ブロックを並べて制作できる。 

４ ・学校周辺の建物を観察する。 

・気になった建物について写真を見ながら話し合う。 

・建物の特徴に気づく。 

・自分の考えを言ったり、友達の考えを聞いた

りできる。 

５ 

 
・友達と何を作りたいか伝え合う。 

・身近な建物の写真を見ながら制作する。 

・友達の話を聞いて、返答ができる。 

・建物の特徴に気づく。 

６ ・友達と何を作りたいか伝え合う。 

・３人で相談して役割を決めて制作する。 

・友達の話を聞いて、返答ができる。 

・３人で話し合って役割を決める。 

７ ・発表したい建物の写真を選ぶ。 

・発表する建物を相談して決める。 

・工夫した建物を選ぶことができる。 

・友達と相談して決めることができる。 

８ ・お気に入りの建物にコメントを書く。 

・協力プレイの感想を記入し、発表する。 

・建物を選び、コメントを書くことができる。 

・自分の感想を書いて発表できる。 

        

発

表

会 

９ ・制作した街の発表を練習する。 

・お互いの発表を聞いて感想を言う。 

・工夫した点を言葉で説明できる。 

・聞きとりやすい声で発表できる。 

10 ・クラスの友達や教師に街の発表をする。 

・学部の教師に制作した街の発表会をする。 

・工夫した点を伝えることができる。 

・友達と順番に発表し、質問に答える。 

11 ・他学級や他学年の友達や教師に発表する。 

・３人で発表をしての感想を言う。 

・工夫した点を伝えることができる。 

・褒められて嬉しい気持ちに気づく。 

 ３ 検証授業について 

  (1) 協力プレイの目標（第５時） 

   ① 友達と話し合い、マインクラフトで作りたい建物を考えることができる。  

② 作った作品を友達同士で発表し合うことができる。 

  (2) 協力プレイの展開 

時 学習内容と 

児童の活動 

・児童の活動予想 →教師の配慮 教師の支援及

び留意点 

評価 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

導

入 

・前時の確認と

今 日 の 授 業

の確認 

・今日は何が目

標なのか、期待

している。 

→今日の目標を

確認するため、

振り返りシー

トを使う。 

・自分の作りた

いものを言う。 

→児童の発言を

拾いながら、本

時の目標を伝

える。 

・友達の話を聞

い て 、 早 く

iPad を触りた

がる。 

→まずは話を聞

くことを伝え

る。 

・今日やること

を、大型モニ

ターを使って

わかりやすく

伝える。 

・静かに席に

ついて話を

聞くことが

できる。 

展

開

① 

・前時で撮って

き た 写 真 と

友 達 と 話 し

合 っ て 決 め

た 作 り た い

建物から、本

時 で 作 る も

のを決める。 

・一人で難しい

建物を作りた

がる。 

→友達と相談し

て決めること

を伝える。 

・自分の作りた

い建物を優先

させようとす

る。 

→友達と相談し

て決めること

を伝える。 

・友達の話を聞

いている。 

→教師が質問し

て、Ｃ児の意見

を聞く。 

・なるべく見守

りながら、友

達同士の会話

が活発になる

ように、言葉

かけをする。 

・友達と話し

合って、作

る建物を考

えることが

できる。 
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時 学習内容と 

児童の活動 

・児童の活動予想 →教師の配慮 教師の支援及

び留意点 

評価 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

展

開

② 

・友達と相談し

ながら、作る

場 所 や ブ ロ

ッ ク の 種 類

を決め、協力

プ レ イ を す

る。 

・一人で作業を

進めて、制作を

先に進んでし

まう。 

→友達に操作や

ブロックの場

所を教えるよ

うに依頼する。 

・画面に集中し

て操作をして

いる。 

→途中、操作を止

めて、友達の様

子も見てみる

ように伝える。 

・操作がわから

ないところを

質問する。 

→得意なＡ児に

聞くように伝

える。 

・途中、少し活

動を止めなが

ら話し合いの

場を作る。 

・友達と相談

しながら協

力プレイが

できる。 

展

開

③ 

・本時で作った

部 分 を 友 達

と 教 師 に 発

表する。 

・ブロックの種

類など、専門用

語を使って発

表する。 

→友達がわかり

やすい言葉で

発表するよう

に伝える。 

・うまく言葉で

説明できない。 

→どこを工夫し

たのか、質問し

ながら聞く。 

・短い言葉で発

表する。 

→どこを工夫し

たのか、質問し

ながら聞く。 

・友達の発表を

聞くときの姿

勢や態度を伝

える。 

・制作した部

分を友達や

教師に発表

することが

できる。 

ま

と

め 

・今日の授業に

ついて、振り

返 り シ ー ト

を 記 入 し て

振り返る。 

・振り返りシー

トに絵を描い

て待っている。 

→次回の授業で

作りたいもの

を聞いて、考え

てもらう。 

・振り返りシー

トの記入に時

間がかかる。 

→教師が質問し

たり、平仮名を

示したりして

支援する。 

・短い言葉で振

り返りシート

を記入する。 

→他に感想はな

いか聞いてみ

る。 

・本時の振り返

りを文字で残

す よ う に す

る。 

・振り返りシ

ートを記入

して、本時

の授業を振

り返ること

ができる。 

(3) 発表会の目標（第 11 時） 

   ① 自分たちが制作したポスターを友達や教師に発表することができる。 

   ② 友達や教師からの質問や意見を聞き、答えることができる。 

  (4) 発表会の展開 

時 学習内容と 

児童の活動 

・児童の活動予想 →教師の配慮 教師の支援及

び留意点 

評価 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

導

入 

・前時の確認と

今 日 の 授 業

の確認 

 

・ポスターを友

達に見せるこ

とを楽しみに

している。 

→前時を振り返

り、期待感を持

たせる。 

・発表すること

にやる気を出

している。 

→発表の際の伝

え方を、もう一

度確認する。 

・友達が来るこ

とを楽しみに

している。 

→今日の活動を

もう一度確認

する。 

・ 今 日 の 活 動

を、iPad を使

ってわかりや

すく伝える。 

・静かに席に

ついて話を

聞くことが

できる。 

展

開

① 

・ポスターを使

っ て 制 作 し

た 建 物 や 工

夫 し た 点 を

発表する。 

・自分が作った

部分を早口で

説明する。 

→相手に伝わり

やすい話し方

を確認する。 

・ポスターに書

いてある平仮

名がスムーズ

に読めない。 

→事前に練習し

ておく。 

・うまく言葉が

出てこない。 

→どこを工夫し

たのか質問を

する。 

・なるべく見守

りながら、自

分たちで発表

ができるよう

に、言葉かけ

をする。 

・自分たちが

制作したポ

スターを友

達や教師に

発表するこ

と が で き

る。 

展

開

② 

・友達や教師か

ら の 質 問 や

意 見 を 聞 い

て返答する。 

・自分への質問

以外にもすぐ

に答えようと

する。 

→コメントを書

いた人が答え

ることを伝え

る。 

・返答が質問と

かみ合わない。 

→質問者にもう

一度聞くか、教

師が質問をわ

かりやすく伝

える。 

・どう答えてい

いか、わからな

いときがある。 

→Ａ児とＢ児に

相談すること

を伝える。 

・なるべく見守

り、うまく会

話になってな

い部分は補足

説明をする。 

・友達や教師

からの質問

や意見を聞

き、答える

ことができ

る。 
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時 学習内容と 

児童の活動 

・児童の活動予想 →教師の配慮 教師の支援及

び留意点 

評価 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

展

開

③ 

・教室に戻り、

発 表 を し て

の 感 想 を 伝

え合う。 

・お母さんや従

兄弟にもポス

ターを見せた

いと言う。 

→学校に展示し

ておくことを

伝える。 

・早口で発表を

終わらせよう

とする。 

→ゆっくり相手

を見て話すこ

とを伝える。 

・短い言葉で発

表する。 

→何が楽しかっ

たのか、質問し

ながら聞く。 

・友達の発表を

聞くときの態

度を伝える。 

・友達や教師

に発表した

ことの感想

を伝えるこ

と が で き

る。 

ま

と

め 

・今日の授業に

ついて、振り

返 り シ ー ト

を 記 入 し て

振り返る。 

・もっと街づく

りがしたいと

記入する。 

→友達と相談し

ながら制作す

ることを伝え

る。 

・振り返りシー

トを記入し始

めることに時

間がかかる。 

→教師が質問し

たり、平仮名を

示したりして

支援する。 

・短い言葉で振

り返りシート

を記入する。 

→他に感想はな

いか聞いてみ

る。 

・本時の振り返

りを文字で残

す よ う に す

る。 

・振り返りシ

ートを記入

して、本時

の授業を振

り返ること

ができる。 

 ４ 仮説の検証 

   研究仮説に基づき、協力プレイの場面、伝え合いの場面、発表の場面を設定し、伝え合う力が

高まることや、自分や友達の良さを知ることができるように意識して授業実践を行った。これら

の手立てが児童の変容につながったか児童の発言や行動観察から検証していく。 

(1) 単元の評価について 

表４ 単元の個別目標、手立て、評価（抜粋） 

児

童 

単元の個別目標 
【学習指導要領内容】 

指導の手立て 
評
価 

評価 

(評価の目安 ◎よくできた ○できた △もう少し) 

Ａ

児 

・自分の考えと友達の考えの

違いに気づき、友達の良さ

に気づくことができる。 

【自活：人間関係の形成（３）】 

・作った建物の報告を

友達と行い、違いと

良さについて伝え合

う場面を設定する。 

 

◎ 

友達の制作した建物を見て、良いところに気

づき、「すごいね」と伝えることができた。また、

自分の考えを言うだけでなく、友達の意見を取

り入れて、街の設計図を考えることができた。 

Ｂ

児 

・ブロックを数えながら並べ

たり、重ねたりして建物を

作ることができる。 

【算数：３段階（１）】 

・ブロックを数えなが

ら建物を制作する場

面を設定する。 

 

◎ 

ブロックの個数を数えながら建物を作ること

ができた。ブロックを横に並べるだけでなく、縦

にも並べて立体的な建物を作ることができた。 

Ｃ

児 

・自分の考えを言葉で説明す

ることができる。 

 

 【国語：３段階（２）】 

・友達と伝え合う場面

を設定し、説明する

機会を増やす。 

 

◎ 

マインクラフトで制作した建物を、自分の言

葉で説明することができた。また、作りたいもの

を友達に話し、相談しながら協力して作ること

ができた。 

    生活単元学習の個別目標を、３名とも国語、算数、自立活動の内容から３つずつ立てた。上

記の表は、児童一人一人の個別目標、指導の手立て、評価である（表４）。また、上記の表の中

の項目は検証授業を行った私の評価と、検証授業を毎時間参観し現在指導を行っている担任の

評価で、２人とも「よくできた」と評価した項目である。上記以外のそれぞれの個別目標に対

しても、「よくできた」と「できた」の評価の違いはあったが、「もう少し」の評価はなく、今

回検証授業で行った生活単元学習の個別目標はおおむね達成できたと考える。 

  (2) 協力プレイに関係する児童の変容と考察           (〇肯定的 ●否定的 ☆変容あり) 

11 月 

８日 

●Ａ児がＣ児にはむずかしいと言う。 

〇Ｂ児Ｃ児が操作をしているのを見て、Ａ児が「すごいじゃないか、上手」と言う。 

〇Ａ児が感想用紙に、「Ｂ児とＣ児がブロックを壊すところが面白かった」と記入。 

11 月 

13 日 

 

●Ｂ児が「嫌な予感、難しそう」と言う。 

〇新しい世界の名前を３名で相談する。Ａ児が「４年タウンがいい」と言い、Ｂ児とＣ児が「みさきがい

い」と言って、相談の結果、「みさきタウン」になる。 
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11 月 

13 日 

〇Ｂ児の作った家を見て、Ａ児が「こんな家作ってるんだ、すごいね」と称賛する。 

●Ｂ児の家の中を見て、Ａ児が「中は暗いね、ちょっと狭い」と言

う。Ｂ児が「ひどい、おれが作ったのに」と言う。 

〇Ａ児が感想用紙に「Ｂ児の家の模様が面白かった」と記入(右図)。 

〇Ｂ児が感想用紙に「Ａ児が壊すのが面白かった」と記入。 

11 月 

20 日 

〇３人で計画書作り、図書館や畑、大きい家など、それぞれの意見をすべて記入し、計画書を作る。 

●畑づくりの際に、Ａ児が「Ｃ児にはまだでっかい畑は難しいかな」と言う。 

〇Ｂ児が操作を間違えて壊してしまった際に、Ａ児が「いいんだよ、間違えてもまた直せるし」と言う。 

☆Ｂ児とＣ児が制作した畑の間違いにＡ児が気づき、すぐに直すのではなく「ごめんだけど直そうね」と

断りを入れてから修正する。 

11 月 

28 日 

〇実際の建物の写真を見て、３名でモデルを決める。Ａ児が「みんなで協力して作ろ

う」と言う。 

☆３人でレストランを制作、Ａ児がＣ児に「ぼくは外観作る。Ｃ児床作って」と仕事

分担をする。Ｂ児も「床を作ろう」と言う。 

11 月 

30 日 

〇Ｂ児が休み。Ａ児とＣ児が「Ｂ児来てほしいね、来たらいいのにね」と言う。 

〇Ｃ児の置いたブロックをＡ児が「ちょっとこっち開けていい？」と聞き、Ｃ児が

「いいよ、壊していいよ」と伝える。 

☆Ａ児が「僕はもっと工夫して作る、本を作るのはＣ児に任せる」と言う。 

〇Ａ児が感想用紙に、「Ｃ児が図書館の本棚を置くところが面白かった」と記入。 

12 月 

４日 

〇床のブロックを相談、Ｂ児が「ガラスがいい」と言ってガラスになる。Ａ児が「まずは草ブロックを壊

そう」と言い、３名で協力して壊す。 

☆Ｂ児が制作したものにＡ児が工夫して自動で開くドアを作る。Ｂ児が「すごい」と称賛する。 

12 月 

６日 

〇３人で制作した建物の名前をつける。Ａ児が提案した名前にＢ児とＣ児が「い

いんじゃない、いい名前」と言う。 

〇操作中にＡ児とＢ児が同じ場所を制作していた。Ａ児が「少しどいてくれない

か？」と依頼し、Ｂ児が「いいよ」と引き受ける。 

☆Ａ児とＢ児が同じ個所を制作中、Ｂ児が「これ直してくれない？間違えて壊し

ちゃった」と言う。Ａ児が作業を止めて、Ｂ児が壊してしまった部分を直す。 

      絵や作品を制作する際には一人での活動が多い児童たちだが、協力プレイはお互いの意見を

出し合い、仲良く制作することができた。初めはマインクラフトの操作が得意なＡ児から「Ｃ

児には難しい」という否定的な発言もあったが、一緒に操作をしていくとすぐに「すごいね。

慣れてきたね」と肯定的な発言に変わった。３名で協力プレイをする中で、最初はＡ児が建物

の大半を制作していたが、４回目の授業で、Ａ児がＣ児に「ぼくは外観作る。Ｃ児床作って」

と仕事を分担する場面があった。その後もＡ児が「僕はもっと工夫して作る、本を作るのはＣ

児に任せる」と言い、Ａ児が仕事を分担するだけではなく、完全に任せる場面もあった。また、

Ｂ児が制作した図書館の一部にＡ児が工夫して自動ドアを作るなど自主的に協力する場面も

あった。Ｂ児は「すごい」と称賛し、Ａ児も満足そうにしていた。何を作るかについては教師

を介さずに、３名が意見を出し合い、やりとりをしながら自分たちなりの計画書（図２）を作

ることができた。授業中、友達の作品を褒める発言や友達に

ついての発言が多くあり、これは友達の良さに気づくこと

ができたためと考える。３名とも興味のある題材だったこ

とで、毎回の活動に意欲的で、協力して制作することを楽し

みにしていた。計画書を作る際に、言葉で自分の考えを伝え

ながら、友達の考えを聞くことができ、伝え合う意欲がこれ

までより確実に高まっていた。自分の意見が取り入れられ

て計画を立てたものができあがっていく過程を経験するこ

とで、伝え合う喜びを感じることができたと考える。 

図２ みさきタウンの計画書 
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  (3) 発表を通しての児童の変容と考察      （〇良かった点 ●改善が必要 ☆変容あり） 

12 月 

20 日 

●友達が発表しているときに、グラグラ動いてしまう。 

●ポスターを見ながら発表し、聞く人を見ていない。 

●話すスピードが早くなってしまい、聞き取りにくい発表だった。 

〇質問を聞いて、自分たちの言葉で返答ができた。 

☆Ａ児が感想で、「ちょっと失敗したところがあった。発表するときにグラグ

ラしてしまった。もっと上手くやりたいです。」と発表する。 

１月 

９日 

〇立ち位置をわかりやすく配慮したことで、グラグラ動くことが減った。 

〇Ａ児が聞き手の方を見ながら発表することができた。 

●声のスピードが早く、まだ聞き取りにくい部分があった。 

１月 

11 日 

☆Ｂ児が休みだったが、Ｂ児の制作した建物についての質問に答えることができた。 

〇Ｃ児が発表している途中に質問がきたが、Ａ児が「今は発表だから少し待っ

て」と伝えることができた。 

〇発表をする際の声の早さを意識してゆっくり話す様子が見られた。 

☆Ａ児が「発表会二人だったけど、がんばって発表できて嬉しかったです。前

より上手くできました」と感想を記入する。 

〇Ｃ児が「質問に答えるのが楽しかった」と振り返りシートに記入した。 

     発表会では、発表中その場に静止すること、聞き手の方を向いて話すこと等に課題が見られ

たが、立ち位置を示す教師側の配慮と、練習を重ねることで少しずつ改善が見られた。日頃の

授業後の感想発表では「〇〇が楽しかったです」と定型文での表現が多かったＡ児だが、今回

初めて「ちょっと失敗したところがあった」と、発表の上手くいかなかった点を反省し、次は

頑張りたいという発言があった。これは自分たちが制作した作品を伝えたいという意欲が高ま

ったからだと考える。また、最後の発表会はＢ児が欠席で、Ａ児とＣ児にＢ児の制作した建物

も説明してほしいと教師が依頼したが、初めは緊張もあり「できない」と言っていた。しかし、

発表会でＢ児の建物について質問されると、Ａ児とＣ児二人で考えて返答することができた。

相手の質問を聞き、自分の考えを言葉で伝える力が高ま

ったと考える。最後の発表会のＡ児の感想には、「前よ

り、かなりうまくできました」（図３）とあり、前回失

敗した発表がＡ児の中で上手くできたという評価に変

わり、自己肯定感の高まりを感じることができた。 

  (4) 伝え合う力に関する児童の変容と考察 

 検証前 検証後 

Ａ 

児 

・制作をする際は一人で行い、友達を意識す

ることが少なかった。 

・自分から進んで発表をすることが少ない。 

・制作時に友達と仕事分担をして制作することができた。 

 

・発表を上手く行いたいという気持ちがでてきた。 

Ｂ

児 

・一人で制作することは得意だが、友達と協

力することは少ない。 

・発表は得意だが、質問にあった返事をする

ことが苦手。 

・建物の制作中に、友達に協力依頼をすることができた。 

 

・相手の質問を聞いて、考えてから自分の意見を言うこと

ができた。 

Ｃ

児 

・制作したものの発表に自信がなく、声が小

さいことが多い。 

・自分の意見を言うことが少なかった。 

・協力して制作したものには自信があり、元気よく発表で

きた。 

・友達とのやりとりで、自分の意見を出すことが増えた。 

    これまでの生活単元学習では、個人で作品を作ることが多く、協力して制作する場面でも、

完成したものを合わせて一つの作品にすることが多かった。今回の iPad 版マインクラフトを

題材にした活動では、制作中から協力して作業をする場面が多くみられ、児童同士のやりとり

が必然と増え、自分の考えを伝え合うことができた。場面設定として、制作する建物を話し合

う場面、マインクラフトで建物を協力して制作する場面、ポスターを制作する場面、発表会を

行う場面を設定した。発表会についてどのような形で行うか児童と相談した。計画書を話し合

いながら制作する場面を見て、３名で発表資料も作れるのではないかと考え、ポスターを制作

図３ Ａ児の感想 
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して発表してはどうかと提案した。日頃は書く活動を苦手としているが、児童は快く受け入れ、

意欲的にポスターを制作することができた。発表する際に原稿を持つかどうかも検討したが、

今回は最小限の説明にだけ原稿を使用し、自分の制作した建物の紹介は原稿なしで行った。日

頃の発表では言葉が少なく、楽しかったことのみを話す児童たちだが、今回の発表では、ポス

ターを見ながら自分の制作した部分や工夫した部分を伝えることができた。発表会では他学年

の児童や教師からの質問に答える場面を設定した。児童からの質問の意図を理解できずに、う

まく答えられない場面もあったが、それでも諦めることなく、自分たちの言葉で返答をするこ

とができた。発表会の練習を積み重ねるうちに、自信をつけて堂々とした態度で発表をするこ

とができた。 

    今回の検証授業を通して、iPad の操作だけではなく、普段は苦手とする書く作業や、発表会

まで意欲が続いたことは大きな成果だと考える。もっと「みさきタウン」を広げたいという感

想もあり、今後の協力プレイにも期待していることがうかがえた。制作から発表までの協力す

る様子を見て、３名のチームワークで生まれた連帯感は、児童一人一人の自信になっていると

感じた。お互いの良さを生かしながら作った作品だからこそ、伝えたいという意欲や自己肯定

感の向上につながったと考える。３名で作ったことで、自分の良さを知り友達の良さに気づく

キャリア発達を促す活動になった。 

    伝え合う力の変容について、コミュニケーション内容表に基づいて３名の児童がどのように

変化したのかを比較した（図４）。現在指導を行っている担任と変容したところを確認して内容

表に記入した。３名とも受容行動と発信行動について変容がみられた。この結果からもマイン

クラフトを題材にした実践を通して児童同士の伝え合う力が高まったのではないかと考える。 

図４ コミュニケーション内容表のレーダーチャート（検証前後） 

 

Ⅳ 成果と課題 

 １ 成果 

  (1) マインクラフトを題材にした活動で、制作から発表まで児童同士のコミュニケーションが活

発になり、自分の思いや考えを伝え合うことができた。 

  (2) 上手くいかない経験や成功体験を重ねることで、自己肯定感の高まりを感じることができた。 

  (3) 自分の良さや他者の良さを知り、得意なことを友達と協力して他者に発表することでキャリ

ア発達につなげることができた。 

 ２ 課題 

  (1) 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」において iPad の有効的な活用について明記し、

成果や課題を引き継いでいくことで、連続的な指導につなげていく必要がある。 

(2) 今回の授業で、児童はレッドストーン回路を使った装置に興味を持ち、少しずつ制作する様

子が見られた。今後マインクラフトを題材にした学習の研究を進め、児童が自分の意図した処

理を試行錯誤しながら行うことで、論理的思考を育成することにまでつなげていく必要がある。 

  (3) ポスター発表の際に、興味を示す児童が多数確認できたので、今後は他の実態の児童にもマ

インクラフトを題材にした実践を取り入れていく必要がある。 
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